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No.15 「道徳のまち笠松」のロゴマークが決まりました 

道徳のまちの活動ブース 岐阜工業高等学校の生徒考案のマーク 

　写真にあるのが道徳のまち笠松のロゴマーク

です。かわいらしいハートの形に、「かさまつ」の

４文字が美しく配置されています。一目見ただけで

道徳のまちを表していることが分かるデザインです。

これは、岐阜工業高等学校デザイン工学科３年

のビジュアルデザインコースの学生さんたちが、知

恵を出し合って作成したものです。 

　このロゴマークには３つ

の思いが込められています。

１つ目の思いは「まるみ」です。

温かさや柔らかさを表して

います。２つ目の思いは「文

字のつながり」です。人と人

とのつながりや協力を表し

ています。３つ目の思いは、

もちろん「ハート」です。思い

やりや感謝を表しています。 

　この素晴らしいロゴマーク

を道徳のまち笠松では、情報紙のマークとして

活用したり、活動するときの拠点に掲げたりします。 

　このロゴマークを見かけたら、どんな活動をし

ているのか、ぜひ目を向けてみてください。きっと

温かい気持ちになります。思いやりの心、おもて

なしの心を大切に「道徳のまち」を一緒に温めて

いきましょう。 
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